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戦争回避を考える講演会 
 

「戦争を回避せよ 『外交』の力で平和を

きずくために」講演会（戦争法NO！ねりま

集会実行委員会主催）が2月11日にココネ

リで開かれ、座り切れないほどの人が詰めか

け、台湾有事から日本有事に至る事態を避け

るため、私たちに何ができるかを学びまし

た。 

初めに、柳澤協二・元内閣官房副長官補が

講演し、政権はミサイルから国民を守るため

に「敵基地攻撃能力」を備えると主張する

が、相手本土に「反撃」すれば、ミサイルの

打ち合いになり、国民を守ることにはならな

い。最も確実な方法は戦争にしないこと。戦

争回避のためには、抑止力の限界を認識し、

相手国に安心を供与することが必要と訴えま

した。 

国民に考えてほしいのは、止められる戦争

で無駄に人が死ぬのを避けるにはどうするか

ということ。戦争は政治の選択であり、その

政治を選ぶのは国民。政治のことをもっと考

えてほしいと締めくくりました。 

続いて、猿田佐世・弁護士が講演し、ウク

ライナ戦争からの教訓として、一度大国が戦

争を決意したら、何をしても止まらない可能

性がある。とにかく重要なのは戦争させない

環境づくりと強調しました。 

防衛研究所や米国シンクタンクの報告書で

は、台湾有事となった場合の民間人の犠牲に

は触れていないが、それは、ごまかし。日中

貿易が全貿易額の４分の１を占める現状で、

台湾有事となれば断絶し、国民の生活が根本

的に破壊されると指摘。米中対立の主戦場で

ある東南アジアは「米中のどちらかを選ぶ選

択を迫られることは望まない」という立場を

取っている。日本はそうした立場を外交モデ

ルとすべきと訴えました。 

パネルディスカッションでは、「若い世代

に戦争回避を伝えるには、悩み考え抜いた自

分の言葉で伝えないと心に響かない」（柳澤

氏）、「デモなどで反対運動を盛り上げ、日

本の基地からの米軍出撃の事前協議で、政権

がイエスと言いづらい状況をつくる」（猿田

氏）といった運動へのアドバイスがありまし

た。         

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 柳澤協二さん   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

猿田佐世さん   
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東京総行動 23.02.17 

アスベスト被害と闘い４０年あまり 
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 全国一律  
 
時給１５００円を目指そう！ 
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